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What's New

研究プロジェクト「外来野⽣動物等による新たな農林被害防⽌技術の開発」の紹介
野⽣動物研究領域  ⿃獣⽣態研究室⻑ ⼩泉  透

 
  野⽣動物による新たな農林業被害が問題となってい
ます。アライグマ、ハクビシン、ヌートリアによる平成
15年度の農作物被害は3.3億円に達し、前年の被害⾦額
に⽐べ約1.5倍になるなど急速に被害が拡⼤していま
す。また、ニホンジカによる壮⾼齢⼈⼯林剥⽪被害は⻄
⽇本を中⼼にほぼ全国的に発⽣しており、熊本県では林
齢11年以上のヒノキ⼈⼯林の80％に剥⽪被害が発⽣して
います。こうした「想定外」の被害では、早急な対応が
求められる反⾯、被害に関わる基本的な知⾒に乏しく、
過去の取り組み事例が少なく技術の蓄積に乏しいという
問題が指摘されています。

  このような背景をふまえ、森林総合研究所では農林
⽔産技術会議事務局より「先端技術を活⽤した農林⽔産
研究⾼度化事業」の委託を受け、平成18年度より3年間
の計画で「外来野⽣動物等による新たな農林被害防⽌技
術の開発」の研究プロジェクトを開始することになりま
した。森林総合研究所を含め、公⽴研究機関、⼤学、独
法、⺠間会社、NPO法⼈が参加しています。この研究プ
ロジェクトでは、「加害動物の⽣物学的特性を応⽤し動
物被害に対応した経営⽅式を確⽴することにより、被害
防⽌効果を⻑期に持続させる技術を開発する」ことを⽬
的とし、「動物インパクト低減のための技術基盤の確
⽴」、「農地被害の軽減技術の開発」、「被害リスクに
対応した経営管理技術の開発」という3つの達成⽬標に沿
って13の研究課題を実施します。被害発⽣地における対
応技術とともに、被害発⽣のおそれのある地域における
先⾏防除に有効な技術を開発することが期待されていま
す。

研究の流れ

外来野⽣動物等による新たな農林被害防⽌技術の開発
 

野⽣動物による新たな農林被害の発⽣
 
新たな農林被害とは︖
 
近年被害量が急激に増加している
被害に関わる基本的な知⾒に乏しい
過去の取り組み事例が少なく、技術の蓄積に乏しい

アライグマ ハクビシン ヌートリア

 外来野⽣動物による農業被害

 ニホンジカによる剥⽪被害

 

⽣産者に不安と不満が増⼤
⽣産意欲の減退が懸念される

研究内容
動物インパクト軽減のための技術基盤の
確⽴
  捕殺個体を⽤いた個体群特性の解明
  GISを⽤いた分布拡⼤過程のシミュ
レーション
  飼育実験による⾏動特性の解明
 
農地被害軽減技術の開発
  効率的な捕獲装置の開発
  効果の⾼い防護柵の開発
 
被害リスクに対応した経営管理技術の開
発
  被害発⽣の予測
  被害防除の低コスト化
  被害を受けにくい品種の導⼊

達成⽬標
効果が⻑期に持続する被害防⽌技術の開
発

期待される波及効果
予測に基づく先⾏防除と防⽌技術の移転
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